サンポット石油巧暖房機 

工事説明害 

UFH-993TBFS • 993TBFM 

■取付工事店様へ 

設置工事の前に、この工事説明書をよくお読みのラえ正しく据付けてください。 

なお、この工事説明書は、工事終了後に取扱説明書と一緒に必ずお客様にお渡しください。 
•ストーブを設置する場所には、電気設備に関ずる技術基準、义災予防条例に定め5れた設置をする必要びあ 
ります。各地区の市•町-村义災予防条例に従ってください。 

参施工上の責任は当社では負いかねますので、万一施工上に起因する不具合び生じた場をは、貴店の保証規定 
によって修理いただくようお願いいたしまず。 

♦ストーブ本体にテープで貼付け5れてし巧ま意チラシ等は読んだ後取り除さ、お客様にお渡しください。 

参取扱説明書に従って r 特にま意していただきたいこと」「使用方法」「アフターサービス」「保証」について 
お客様へ説明してください。 


32400043已〇〇 
0768 


安をのために必ずお巧 0 <だをい 


ここにおした事項は A 警告、么ミま意に区分していまず。 


A1 

1 告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその 
作業後の不具合によって使用者が死 t 、 重傷を負ラ可能性、また 
は义災の可能性が想定される内容をおしていまず。 

A 注意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその 
作業後の不具合によって使用ちが傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生が想定される内容をおしています。 


I イラスト(まんが)の横にあるマークは次のように表していまず。 

マ- ク 禁止、 〇 マーク 指示 、 A マ-ク 注意 


A 警告 


据付けや移設は、販売店または据付業者び 
行ってください。 

• お客様ご自身で据付けをされ、不備があると感電や火災の原因 
になります。 


〇 


据付けは乂災予防条例、電気設備に関する技術 
昼準など法をの基準を守って行ってください。 


〇 


广 


安をのために化ずお守りくだをい ( つづき ) 




A 警告 


屋内給排気禁止 

•屋内に排気すると、排ガスび室内に充満 
してを険です。 

必ず屋外にが気してください。 


0 





///////ヴ/7//? 


巧下給排気禁止 

•床下に排気すると、排ガスび室内に漏れ 
て危険です。 

おず屋外にが気してください。 


0 


翌 


給排気筒を確実に接続 

•給が気筒を確実に接続し、しっかりと固 
定してください。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運 
転中にがガスが室内に漏れてを険です。 


〇な 


1 

〇 〇 

「•n •つ 


巧 

■ 

振 


給排気筒トップは閉そくしない場所に設置 

〇 


積雪がるいとさに給排気筒トップの周り 
が雪でふさがれない場巧に設置してくだ 
さい。また、板などによる「雪囲い」は給 
排気の巧げになるのでおやめください。 
運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 


巧 






A 注意 


次の場所には据付けない 

乂災ゃ予想しない事故の 
原因になります 


0 


■水平でない場所、不安定な場所 

■不安定な物をのせた棚などの下 

■可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

■付近に燃えやずいものびある場所 

■階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 

■温室、飼育室など人のいない場所 

■標高1已 OOmia 上の高地 


A 注意 


可燃物との距離を離す 

標準据付け例 


〇 


I ス I -ーブか5周囲の可燃物までの離隔距離は図のよラに 
して < ださい。 


可燃物 


1 7cm む上 



壁固定金具 


ストーブは必ず壁面より 
6cnU ソ上手前に出すこと。 


可燃物との距離は図に示す 
寸法!; Lb 離して設置してく 
ださい。また遮熱板は壁面 
の可燃物の温度を上げない 
ために必要ですので、必ず 
前面ガードの可燃物に近い 
ほラに取り付けてください。 

取り付けない場合はストー 
ブ側面と可燃物は 30 cm な 
上離してください。 

マン トル ピースな どス I -一 
ブが囲われる場所に設置す 
る場合の内部やその周辺は、 

できるだけ不燃材料又は準不燃材料あるいは防熱板で仕上げを行ってく 
ださい。また、ストーブは必ず壁面より目 cm じ(上手前に出してください。 
この取り付け方法は、防义性能認証委員会により認証されたものです。 


■ス I -ーブに附属された置台の上に据付けること。 

■給排気筒トツプか5周囲の可燃物までの離隔距離は図の 
よラにして < ださい。 



な因巧 


巧固定金具 

》保守点検のため 20cm 料上離してください。 


可■が物 

] 7cm な上 '/////////////, 


可燃物 


壁固定金具 



ン/ 


床固定金具（側面） 
(壁固定金具または 
床固定金具で固定 
する。） 


為 




4己 cmliLh 


4己 cm し U 上 




可燃物-地面-スラブ面など 
-最大積雪面より日日 cmL ソ上 • 


可燃物 


ま（《）目 Ocm な上の寸法は、 

不燃材を使用ずる場合は 
30 cm じ(上とする。 


給排気筒トップは上ち及び両側に気流 
を阻止する障害物がないこと。 

雪の多い地ちでは、最局積雪面より 
己 OcmL ソ上離れる場所に、給排気筒 
を取り付けてください。 


A 注意 


油タンクとの距離を離ず 

• 油タンクはス I -ーブより 2 m な上離して 
据付けるか、防乂上有効な遮へいを設け 
て < ださい。 

据置式の油タンクは、不燃材の床上に据 
付けること。 


〇 


2 m む上 


ゴム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送油管は屋外で使用しないでくだ 
さい。 

ひび割れを生じて油漏れの原因になります。 


0 



油漏れ確認 

• 油タンク•ゴム製送油管•接続部およびストーブなど 
か5な油漏れがないことを確認の上ご使用ください。 
打油が漏れていると火災のおそれがあります。 


〇 


給排気筒の点検 

• 据付けが終わりました5、もラー度点検してください。 
次のような取り付けは、危険であったり、異常燃焼を 
おこずおそれがありますので、必ず修正してください。 


〇 


可燃物近接禁止 


0 



接続部のゆるみ禁止 



接続部のゆるみは 
あ0ませんか 


3 m 3 巧びりむ下のこと 



曲が0 




下り勾配のこと 


〇 




給排気筒トップ付近 
のを険物近接禁止 


0 



//////// 



給排気筒トップと開□部(窓など） 
との距離び離れていること 



物（側風 


'//////' 

物评風 


閲こん 




ダンボール箱か 5 ストーブを取り出し、パツキン材、テープなどを取り除いてくださし、。 


附属品の確認 


附属品として次のちのが用意されていますので確認してください。 


置 台 

ストッパーリング 

遮 熱 ホ反 

(1 個） 


© 

(1 個） 

( 

- - - ^ 

1個) 


ゴム製送油管 

壁固定金具 

巧固定金具 

〇 ® 

ヮィ输ンド 

(1 ホ） に個） 

に個） （2 本） 

み 

に個） 

排気管断熱カバー 

ワイヤーバンド（大） 

取扱説明書 

(1 個） 

(1 個） 

くぶ ly 

特定保守製品 
(1 冊）説明書 （1 冊） 

工事説明書 

温水暖房工事説明書 

才ーノ くーフロータンク 

も 

本紙 （1 枚） 

ろ 

(1 枚） 

( UFH -99 

V 

( 

3 TE 

、レ 

1個) 

FM のみ） 

給排気筒セツ [ 

^保証書 

所有ち票 





(1 枚） 


保護シール 
(1 枚） 


① 

室内側給が気筒 

③ 

室内側パッキン 

③ 

室外フランジ 

④ 

室外側パッキン 

⑥ 

給排気筒トップ 

⑥ 

スペーヴ 

⑦ 

スペーヴパッキン 

⑧ 

4 X 吕已ねじ3本 


据付け 


据付け場所の選定 


ス I ^ーブか!5周囲の可燃物までの離隔距離は図のようにな 
る場所を選定してください。 


I 燃えやすいちのや障害物のない場所。 

I 水平で安定のよい、しっかりした場所。 

I ストーブを背面又は床に固定でをる場所。 

I 電源は家庭用1 00 V の電源コンセントをご使用く 
ださい。（電源コードの有効長さは約 2 m です。） 

I 給排気筒が正しく屋外に取り出せる場所。 

集合煙突には絶巧に取り付けないでください。 

I 給排気筒トップは高温となります。ルさなおテさま 
が触れるよラな場所や、通路、人通りのはげしい場 
所には出さないでください。 

I 打油を燃焼させるため、点乂時や消乂時ににおいが 
出ます。給排気筒トップは、出入□に近い場所やが 
気が室内に入りやすい場所に取り付けることを避け 
て < ださい。 




20 cm 
じ Lb が） 



20 cm 
liLh (が 


1 OOcm な上 
■マントルピースなどに設置ずる場合 
20 cm 

20 cm IU ± (が 
じ(上（が 



1 00 cm iU 上 

※保守点検のため 20cmliLh 離してください。 


据付け方法 


適熱板の取り付け 


ストーブの側面は壁面か！ 530 cml ； Lb 離して^ 
<ださい。 

10〜 30 cm に近づける場合は、必ず附属の遮 
熱板を取り付けてください。乂災の原因に 
なりまず。 

• 附属の遮熱板のツメを、図のよラに前面ガード横棒の上か5 
2本目と下か53本目の横棒に巧りなげて固定してください。 


置台の取0付けと水平調節 


置台の上にストーブを据付けてから、ス I ブの4箇所の調節 
脚でか平になるよラに調節してください。 


上か62本目 



ツメを 
巧り曲げる 




調節脚 


ストーブは水平に据付けて<ださい。 

対震自動消义装置の誤作動や異常燃焼の原因になりまず。 


室温ヴーミスタの取り付け 


室温サーミスタを壁面に固定してください。 


室温ヴー S スタをス I -ーブよりがし、部屋の 
温度を代表でさる壁面にピンなどで固定して 
<ださい。 

ス I -ーブに取り付けたままですと、正しく室 
温調節しません。 

室温ヴーミスタのリード線の長さは約 4.5 cm 
です。その範囲内で取り付けてください。 

室温ヴー S スタは直射日光やふく射熱が当た 
るところには取り付けないでください。 

正しく室温調節しません。 


ピンなどで室温 
ヴー5スタを壁 
に固定する 



•1. 己 r 


高温スイッチの切換え 


放熱器にノ ネルヒーターなどを使用し、循環水の設定温度を 
64° C より高くしたい場合は、高温スイッチを rON 」 にしてく 
ださい。 

•必ず電源プラグをコンセントか5抜いて行ってください。 

①左側面の点検扉を固定しているねじ （2 本）をがし、点検扉 
を夕1■す。 

⑨ 制御基板上の高温スイッチを「入」にし、点検扉を取り付ける。 

•高温スイッチを「入」にするとス I -ーブの湯温調節つまみの位 
置に関係なく、循環水温度を72でに制御します。 




•巧暖房パネルのみ設置の場合は、高温スイッチを「切」の状態で使用してください。 
•巧暖房パネルとパネルコンベクター併用設置で、高温スイッチを「入」にする場合は、 
床暖房ノ巧、ル側に別売品の温水温度コント□-ラーを必ず取り付けてください。 


油タンクの組立てと据付け 


油タンクを油タンク附属の取扱説明書に従って組立ててく 

ださい 〇 '吕 miy 上' 

•油タンクは、油タンクの油面がス I -ーブ設置床面より 30 cm 
しソ上 2 m しソ内の高さになるよラに据付けてください。 

•油タンクは熱-振動-衝撃の少ない場所に据付けてください。 




吕 ml ■ソ巧 


30 cm け上 


• 油タンクの据付けは、各地の义災予防条例に従ってください。 

• 油タンクは、ストーブとの間に防义上有効な壁などびなし嗎合は、 2 m じ1上離してくださし、。 
义災の原因になります。 

• 油タンクは、油タンク内の油面がス I ブ設置床面より 2 m む上高くなるところには据 
付けないでください。 

油び定油面器よりあふれ出ることがあります。 


ストーブの固定 


ストーブの固定は給排気筒を取り付けてか！5 
行って < ださい。 

■巧に固定する場合 

1. 床固定金具をストーブの調節脚 
に差し込んでください。 

•ストーブ後部の調節脚（左ち各1箇所）に取 
り付けてください。 

2. 巧固定金具を巧に固定してくだ 
さい。 

(巧の材質により巧固定金具の固定する方法 
が異なりますので、「標準据付け例」を参照 
して適切な方法で固定してください。） 


ゴム製送油管の取り付け 


ゴム製送油管を接続金具の根元まで 
差し込み、附属のワイヤーバンド(ル） 
で固く締め付けてください。 


こミ主意 


•ス I ブ側接続金具にかぶせてあるキャップをがずとき、内部の残油 
び出ることびありますので、巧などを当てて外してください。 

• ゴム製送油管の先端や途中を極端に曲げて配管しないでください。最ル 
の曲げ半径は lOOmm 程度 L ソ上としてください。 

ゴム製送油管にひび割れを生じて、油漏れの原因になりまず。 

•ゴム製送油管は上に物をのせたり、重量物がのったり、空気溜りができる 
よラな巧列犬にならないよラにして<ださい。 

•ゴム製送油管は、 J 旧 S 3022「石油燃 I 焼機器用ゴム製送油管」に合格 
したらのながは使用しないで< ださい。 

* 送油管の屋外部分及び埋設部分は、防請処理された鋼管、又は銅管（外径 
8 mm 、 肉厚 0.8 mm ) を使用してください。ゴム製送油管は使用しないで 
<ださい。 

• コム製送油管は紫外線があたると劣化が早くなりまず。できるだけ日光に 
あた6ない場所を選んでください。 

* 金属製送油管で配管する場合は、切断、加工時の切りくずや切粉をきれい 
に取り除いてか6配管してください。 

定油面器か5油びあふれたり、電磁ポンプび故障する原因になります。 



壁固定金具 （ B ) 




■壁に固定ずる場合 
• 標準据付け例 

1.壁固定金具の調節ねじを 壁固定金具 （ A ) 
外してください。 


2遥固定金具 ( B ) をストーブ背面に 
使用されているねじ （4 X 10) で 
固定してください。 

• 背面左ちの上か52番目のねじを使 
用して固定してください。 


3.壁固定金具 ( A ) を壁に固定してください。 

壁の材質により次のように取り付けてください。 

①木又は厚い合板の壁 

木又は厚い合板の壁に固定ずる場合は、 

附属のねじ （4 X 2 巳）を使用して壁に 
直接固定してください。 

⑨モルタル、コンクリートの壁 

モルタル、コンクリートの壁に固定す 
る場合は、市販のコンク U — 卜用プラ 
グ（ねじ径の4用）を壁に巧ち込み、 

① 項と同様に固定してください。 

③石實ボード、薄い合板の壁 

石冒ボード、薄い合板の壁などに固定 
する場合は、市販の中空壁用プラグ 
(ねじ径の4用）を壁に巧ち込み、①項 
と同様に固定してください。 

@±壁、しっくい壁 

±壁、しっくいの壁などに固定する場合 
は、壁にそえ木をしてか5、 ① 項と同 
様に固定してください。 


4 .ストー ブを壁におしつけ、壁固定 
金具 （ A )、（ B ) を調節ねじで固 
定してください。 


調節ねじ 





• コーナー 設置例 

1.壁固定金具の調節ねじを外し、 
壁固定金具 （ B ) を反乾させてね 
じを仮締めする。 


反転させる 



仮締め 


壁固定金具 （ B ) 壁固定金具 （ A ) 


2.コーナーに設置したストーブの 
背面に壁固定金具をあてがい、 
取付面を壁にあわせてプライヤ 
一などで曲げて < ださい。 

(壁固定金具旧)びストーブ側になりまず。） 


3 . 壁 固定金具 （ B ) をストー ブ背面 
に使用されているねじ （4 X 10) 
で固定してください。 

4. 壁固定金具 （ A ) を壁に固定して 
<ださい。 

(壁の材質により壁固定金具の固定するち法 
び異なりますので、「標準据付け例」を参照 
して適切なち法で固定してください。） 


5.|g 請言销觀沸さねぶ 


壁にあわせて角度を 
調節ずる 



調節ねじ 

壁固定金具 



※八寸法は1 OcnUU 上 
として < ださい。 



置台 


•ス I ブは附属の壁又は床固定金具で必ず固定してください。 

壁交は床に固定できない場所での使用はおやめください。 

• コーナーに設置する場合、 A 寸法は必ず lOcm な上としてくださし、。 
また、ち側の A 寸法は保守点検に十分な距離としてください。 



裏面につづ< 





























































































































































































































































































































































































































































給排気筒標準設置取り付け型紙 


230 


給排気筒の取り付け 


標準給排気方式の工事方法 


■給排気筒及び工事部品は、給排気筒の呼び径 D 49 のちのを使用し 
てください。指定 L ソがのちのは使用しないでください。 

■附属している給排気筒セットは、壁の厚さび 11 cm 拟下、 24 cm 
1 U 上の壁には使用でをません。 

壁の厚さが1 IcmlU 下である場合は、別売部品の薄型給排気筒ス 
ぺーサ、 24 cmlU 上の場合は薄型厚壁用トップ又は薄型給排気筒延 
長アダプタを使用してください。 

■給排気筒の端面（パイプの先端など）でケガをしないように、手袋 
をはめて行ってください。 

1. 設置場所を決めてください。 

2. 給排気筒の穴あけ位置をミ夫めてください。 

• この工事説明書の型紙（裏面）を壁に押し当てて、給排気筒巧位置をミ夫め 
て < ださい。 

• 壁固定金具用巧位置にも巧をつけてください。 

(穴位置がミ夫まりました5型紙をはがしてください。） 



•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張りまたは金属板張りを 
してあるところに給排気筒を通す場合は、それ5の金属部に接しないよ 
う電気的絶縁をしてください。 

•壁に巧をあけるときは、壁内の鉄筋、電気•電話配線、ガス•水道配管 
にあた5ない場所を選んでくだごい。 

3. 壁に給排気筒の巧をあけてください。 

• 印を付けた位置に直径83〜日巨 mm の 
穴を室内側か5室外に向けて、下向き 
に約3°のか頁斜であけてください。 

•あけるとき、壁内の鉄筋、電気•電話配線、 

ガス-水道配管に十分注意してください。 

• 巧は直径日巨 mm より大きくならないように 
して < ださい。 





室内側バッキン 


’穴はおず約3°の傾斜で下向きにあけてください。 

雨水びストーブ内に入って異常燃焼したり、室内や壁内に浸入ずること 
びあります。 


4. 給排気筒を分離してください。 

• 附属の給が気筒を回して室内-室外側に分離してください。 

己.室内側給排気筒を壁穴に差し込 
んで < ださい。 

•室内側パッキンを通し、壁穴に差し込んでく 
ださい。 

6.給排気筒トップを取り付けてくださし、。 

•給が気筒トップに室がフラン义室州則パッキ 
ンを通し、室が側より壁巧に差し込み、室内側 
給排気筒に半分ほどねじ込んでください。 


室が測パツキン 

室がフランジ 




• 雨水び激しくかかるところや濃霧び発生ずる地域では、雨水の壁内浸入を防 
ぐため、ねじ込み部にコーキング剤などを塗巧してください。 

7. 室内側給排気筒の室内フランジを 
固定してください。 

•室内フランジを「上」の文字が上になるよう 
に、附属のねじ （4X2 己、3本）で壁に固 
定してください。 

8. 給排気筒トップを固定してくださし、。 

•室がフランジのつまみが上になるよラに、つ 
まみを持って壁面に巧え付けなが5、給排気 
筒トップをさ5にねじ込んでしっかりと固定 
してください。 




I給排気筒の取り付け完了時に給排気筒が3° 
下向きになるように、室内-室がフランジ① 
取り付け向きには十分を意してください。 
雨水がストーブ内に入り異常燃焼したり、室 
内や壁内に浸入ずることがありまず。 


壁厚が11〜13.己 cm の場合は附属のスぺーサを使用してください。 

•スぺーヴ-スぺーヴパッキンを室が側給排気筒に通してください。 
■給排気筒内の結露水で壁が巧れるおそれが スぺ-サバッキン/スぺ-サ 
ある場合 

•スぺーヴ•スペーヴパッキンを使用し、給排 
気筒トップを壁から離してください。（壁の 
厚さは11〜21.已 cm まで） 




室列側ルツキン 
室がフランジ 


9.室外フランジ部にコーキング剤を塗つてください。 



完全にコーキングしないと、雨水び室内や壁 
内に浸入ずることびありまず。 



10.スIブより排気管エルボを外してください。 

•排気管エルボフランジを固定しているねじ が胃胃Iルボ 

(2 本)をがし、扫瞭管ェルボをタルてくださ 
し、。 


11. 排気管エルボに附属の排気管断 
熱カバーをかぶせてください。 

12. 排気管エルボを給排気筒に取り 
付けてください。 

①室内側給排気筒の排気□に排気管王ルボを差 
し込んでください。 

③ 差し込み部の U ブをはさんで附属のストッ 
パ ーU ングをかけてください。 


ストッパーリング 


■水平方向の排気□に接続する場合 

•排気□は水平•垂直方向にあります。設置条 
件に合せて接続する方向を巧めてください。 
•水平方向の排気□に接続する場合は、水平方 
向のねじ、排気□キャップを外し、垂直方向 
に取り付けなおしてください。 

13. ストーブと排気管エルボを接続 
して < ださい。 

① ストーブを動かし、ストーブの排気□に排気 
管エルボを差し込んで、接続してください。 
⑨ 排気管エルボフランジを1□.でがしたねじ 
(2 本)で固定してください。 

14. 給気ホースを給排気筒に固定し 
て < ださい。 



.ねじ 


排気□キャップ 



リブをこえないよ5にする 


ピンパ’ンド 



給気口 
キャップ 


’給気ホースに附属のワイヤーバンド（大）を 
通してから、給気ホースを給排気筒の給気 □ 
のリブまで差し込み、ワイヤーバンド（大） 
で締めて固定してください。 

’給気□は2箇所ありますので、使用しない給 
気□には給気□キャップを取り付け、ピンバ 
ンドで固定しておいてください。 


旧.排気管巧け検知リード線を接続してください。 

①ス トーブ背面に固定してあるが気管抜け検知リード線を ス トーブより 
外し、のばしてください。 

⑨ 排気管抜け検知リード線の先端の端子を、給排気筒の排気□キヤップ 
を固定しているねじで固定してください。 ？ が 気管 掘す 

③ リード線を給気ホースにビニ帯で固定してく 
ださい。（ビニ帯はあ5かじめリード線を固 
定していたちのを使用してください。） 

④ 余分なI」ード線をビニ帯でたばねてください。 

が気□キャップ 




検知 U —ド線 


排気管接続部へのストッパーリングの取り付けや排気管巧け検知リード 
線の先端の端子固定を確実に行って、接触不良を起こさないようにして 
ください。 

排気管の接続部びがれていたり、排気管巧け検知リード線び正しく接続 
されていないと、 『E-19』 を表示し点义できません。 

リード線は給排気筒の高温部に触れないようにしてください。 


壁又は巧固定を具による本体の固定 


給排気筒の取り付けび終わりました!5、ストーブ 
を附属の固定金具で固定してください。 

• 壁又は床の材質により固定金具の固定するち法が異なりますので、 

>を参照して適切な方法で固定してください。 


標準設置給排気筒 
取付穴あけ中ふ 


給排気筒穴位置 



ストー 

排気口位置 


給排気筒の取り付け(つづき) 


延長給排気方式 • 高地使用時の工事方法 


標準給排気 L ソ州こも扫廣管や給気管を延長して取り付けることができます。 
給排気筒の呼び径 D49 タイプの別売延長セツトを使用して延長工事を行って 
ください。 




スI-ーブについている排気管抜け検知リード線は約 2m まで延長でさます。 
それし U 上の場合は別売延長コード線 （FR-1) で延長して<ださい。 

延長配管部材を使用する場合や標高 lOOOm し U 上の高地で使用する場合は、 
燃焼用送風機の回転数をお正ずる必要があります。な下の手順と表を参考に 
して設定してください。（設定は操作部で行います。） 

設定ち法 

①電源プラグをコンセントに差し込んでください。（運転中は設定できません。） 
⑨時刻調節ボタンの『分』とセーブボタンを10砂な上同時に巧してください。 

③ デジタル表示部の表示が 「 HOEO 」 へ切換ります。 

④ 「HOEO」 の状態か!5『時』を巧すごとに 「HO」- THU 一 「HO」 と切換 
り、『分』を押すと 「EO」 一 「El」 一 rEOJ と戻ります。 

⑥ 設定したい内容を表示させて設定切替ボタンを押し、通常の表示に戻せば設 
定完了です。 

⑥ 燃焼確認を行って < ださい。 

点'火' 最ル燃焼、最大燃焼、消义、再点义を行い、異常がないことを確認し 
て < ださい。 

炎が IJ フトする場合は、高地または延長設定のいずれかを「1」下げます。 
(例：川1」一川〇」 ） 

最大燃焼時にホ乂になる場合は、高地または延長設定のいずれかを「1」上 
げます。（例： FHOJ-rH 1 J) 

標高 ■ 1000〜1500 m 未満 
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ミ窗 
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延長 
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2巧 
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D 

D 
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D 

D 
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D 

D 
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A の場合： 「 H 0 E 0」 


B の場合： 「H 日 E1」 


C の場合： FH 1 E0J 




D の 場合 ： rHlElJ 

を表します。 


「H」 ：高地設定、 「E」 ：延長設定、「□」：未設定、「1」：設定 
•工場出荷時の設定は 「H0E0」 です。 

•高地-延長設定の数字が大をいほど、燃焼用空気の量がをくなります。 
調節例：標高1200 m で2 m2 曲がりの場合、高地-延長設定は 「H 1 E 1」に設 
定してください。 



• 延長配管の長さは 3mLU 下、曲びりは3箇所じ TR こなるように配管してくださ 
い。 

それ L ソ上延長しますと異常燃焼することがありまず。 

•延長配管の排気-給気のそれぞれの長さと曲びり数は同じにしてください。 
•排気管の取り付けはストーブ本体出□を最もほい位置とし、上り勾配で取り 
付けてください。 

下り勾配や凹部になっていますと排気管にドレンがたまり、異常燃焼の原因 
になります。 

• 排気管接続部の全てにストッパーリングの取り付けを確実に巧ってくださし、。 

『E-19』 を表示し点义できないことびあります。 

• 最大使用標高は1已〇 Om です。 

それた Lb 標高が高いと異常燃焼の原因になりまず。 

•設定方法びわか！5なくなった場合は、『時』『分』を同時に押してリセット 
し、④か5やり直してください。 


型紙の使用方法 


1. 型紙の巧面を床に合せて壁に貞ちり付けてください。 

2. 給排気筒穴位置に印をつけてください。 

•同時に壁固定金具用穴位置にも EP をつけてください。 


f 


/型紙 



卿 

Y 


V 



j 


資 


試運お 


試運転は使用者とご一緒におず行ってください。 
詳しくは取扱説明書の44ページを参照してください。 


廃棄ずるとをの注意 

•スI-ーブを廃棄するときは、必ずな油を振いてください C 
リサイクルの支障となります。 
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